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「　牛の歩み　」

社会福祉法人やすらぎ会　実施事業

　謹賀新年、丑年の新年が明けた。
　正月恒例の各所の祭典や参拝とご挨拶訪問、元旦のルーティンが定まっ
て、さて幾年が経過しただろうか。二十年近く私の動きは同じでも、今年
の景色は確かに違っていた。コロナ禍で迎えた新春、閑散としながらもど
ことなく落ち着いた風情に感じ取れたのは、穏やかな上天気だけのせいで
はないだろう。
　心配していた年末年始の雪も然程ではなく、田畑の一角には福住高原特
有の残雪が程好く存在感を示しながら、足元には清々しい春の日差しが届
く好天の朝、辛丑（かのとうし）の一年が始まった。

　思えば昨年は激動の年であった。勿論、コロナコロナで明け暮れた一年
なのは申すまでもないが、自身の話で恐縮だが、１１月の入院が何より波
乱の一年であったことを私の中で印象付けたと思う。何事にもフットワー
ク軽くスピーディーさを追い求めてきた私は、ランニングという個人的な
土俵と共にそのことを一つの糧とし体現し続けてきた。
　降りかかる病に個人では如何ともしがたい現実を知った今、ここは一つ
立ち返ろう。恣意的（しいてき）な自身の考えを手放し、「成ってくるの
が天の理」を素直に落とし込むこととしよう。身軽で素早いことは今後も
抱き続けるが、ゆっくりとそして着実がより重要なことだということを。

　丑年の今年、牛の歩みが問われている。動作がのろく進むのが遅い牛、
「牛歩」と訊けば国会審議での戦術と答える方は多いが、まどろっこしく
‘ちゃっちゃと’を好むスキップ愛好家の私には到底受け入れ難い行為で
はある。しかし一歩一歩が大切なのだ、‘牛の歩みも千里’というではな
いか。何事も速さや近道だけではない、堅実さが問われることを今年は特
と胸に収めることとする。
　
　入院中の病室から眺めた天理の街並みと元旦の風情は、意固地な私に大
きな気付きを与えてくれた。そして、強がる私は信じて疑わない。決して
‘反省’しているのではない、‘悟り’を深めたのだと。
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